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[P-003] フレーバーデザインに向けた3Dプリンタによる⾷品製造

*⼭浦 寛⼤1、武政 誠1 (1. 東京電機⼤)
キーワード：フード3Dプリンタ、空間配置、フレーバー

⽬的 フレーバーは⾷感と並んで美味しさを⽀配している。近年発展著しい3Dプリンタでは
材料を設計通りに⽴体配置でき、我々はこれまで⾷品設計および製造に適⽤し、呈味物質や

⾹り、さらには⾷感制御と多⽅⾯での制御が可能であることを実証してきた。本研究では、

3Dプリンタを⽤いて呈味物質の空間配置による塩や砂糖などの量を低減させてもおいしさを
保つ⽅法や、さらにフレーバーも併⽤して、味覚知覚の強度やタイミングへの影響を調べ

て、それらの制御法開発を⽬指した。

実験⽅法 3Dプリンタで⾷品をプリントして、被験者による官能評価を⾏った。ペースト状
の⾷品を作製し、塩を加えたものと加えないものの2種類を⽤意した。塩を特定の配置で組
み合わせることで、塩味の知覚にどのような影響を与えるかを検討した。官能試験では、試

⾷後6秒ごとに塩味の強さを100段階で評価した。
結果 呈味物質の空間配置について、形状や総塩分量が同じであっても、均⼀に塩を配置し

た⾷品より、塩を局所的に配置した⾷品の⽅が、より強い塩味を知覚できる傾向が⾒られ

た。また、3Dプリンタによる構造設計だけで塩分を30%削減できることが確認された。また
⾹気成分も空間配置させ匂いの知覚変化について検討を⾏った。詳細は当⽇に議論する。


